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事業名 おおいたうつくし作戦推進事業 事業期間 平成 ２８ 年度 ～ 平成 年度

［１．現状・課題、目的］

現状
・

課題

　「ごみゼロおおいた作戦」をステップアップさせた地域活性化型の県民運動
「おおいたうつくし作戦」を平成２８年度に本格スタートさせた。国民文化祭・
全国障害者芸術文化祭やラグビーワールドカップを控え、県内外からの来訪者を
「環境の視点からのおもてなし」する体制を構築する。

事業の目的
　環境活動の裾野を広げ、将来に向けた担い手の確保を図るため、従来の環境保全活動に地域活
性化（まちづくり）の視点を盛り込んだ取組を展開する。

［２．事業内容］ （単位：千円）

政策区分 恵まれた環境の未来への継承～おおいたうつくし作戦の推進～

施策区分 すべての主体が参加する美しく快適な県づくり

総合評価 継続・見直し 事業実施課（室）名 うつくし作戦推進課 評価者 うつくし作戦推進課長　御沓　稔弘

３０年度(予算)

①おおいたうつくし作戦の展開
　県内各地域の環境課題の解決に向けた委託事業を提案公募により実施等
②おおいたうつくし感謝祭の実施
　環境保全の重要性を認識するきっかけとするためのイベントを活動団体と協働で実施
③おおいたうつくしキャンペーン実施
　環境意識の醸成に向けた各種啓発事業を実施
④おおいたうつくし作戦県民会議・実施本部会議開催
　学識経験者、環境関連企業等からなる県民会議や庁内幹部による実施本部会議を開催

① 5,780 総コスト 38,874 39,466 41,224

② 4,695

活動名及び活動内容 番号 主な活動の予算額 コスト ２８年度(決算) ２９年度(決算)

事業費 14,874 15,466 17,224

③ 4,645 (うち一般財源) 1,902 2,069 6,936

計 16,455 職員数（人） 2.40 2.40 2.40

④ 1,335 人件費 24,000 24,000 24,000

最終達成
(　　年度)

提案公募参加者数(者)
目標値 10 10 8

35%
うつくし大行動参加人数
(人)

目標値

最終達成
(　　年度)

指標名（単位） 達成度 ２８年度 ２９年度 ３０年度指標名（単位） 達成度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

実績値 11 6 372,337
364,000 369,000 374,000

28%

b99.5% 100.9%達成率 110.0% 60.0% 達成率
実績値 362,318

8%実績値 700 1,000 実績値 210 20029% 県民会議出席者数(人)
目標値 200 200 200目標値 700 1,000 1,000

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 最終達成
(　　年度)

事業の成果

達成率 100.0% 100.0% 達成率 105.0% 100.0%

おおいたうつくし感謝祭参加
人数（人）

活動指標

うつくし推進隊任命数(団
体）

目標値 74 140 170

評価割合の合計は、端数処理上100％にならない場合があります。

a 　推進隊の活動の積極的な広報や補助事業の紹介、課内他事業と連携することにより、商店街や水
環境団体など、これまでとは違う分野の団体の推進隊任命につなげることができた。

実績値 85 136

達成率 114.9% 97.1%

廃止

・国民文化祭・全国障害者芸術文化祭やラグビーワールドカップ等と連動した「環境の視点からの
おもてなし」活動を実施することによる、うつくし作戦の県民へのさらなる浸透
・うつくし推進隊等の活動団体の効果的な情報発信と活性化
・うつくし作戦の理念の一層の普及による活動基盤の強化

・国民文化祭・全国障害者芸術文化祭での「環境の視点からのおもてなし」の推進を通じたうつくし作戦の
一層の普及
・うつくし作戦Facebookを活用した、推進隊と一般県民が情報交換できるポータルサイトの立ち上げ
・新たな環境保全団体やまちづくり団体等の掘り起こし

［４．今後の課題と方向性等］

今後の課題 今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続

- 1 -


